
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘す
るものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想で
あり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者お
よび許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

メキシコ

米国

0

2

4

6

10/7-9 11/7-9 12/7-9 13/7-9 14/7-9

（年/月期）

実質GDP成長率
メキシコ銀行の予想（網掛け部分）

2015年 2016年
＋3.0～4.0％ ＋3.2～4.2％

（前年同期比、％）

15年

通年

16年

通年

2

3

4

5

6

12/11 13/5 13/11 14/5 14/11

（％）

（年/月）

政策金利と消費者物価指数
消費者物価指数（前年同月比）

インフレ・ターゲット（年＋3％、変動幅±1％）

政策金利（翌日物銀行間レート）

金融政策決定会合

2014年11月10日【デイリー No.1,988】米国の雇用統計（2014年10月） 
2014年11月05日【デイリー No.1,985】メキシコの金融政策（2014年10月） 

■7-9月期の実質GDP成長率は、前年同期比
＋2.2％と、前期の同＋1.6％から加速しました。 

■メキシコ銀行（中央銀行、以下中銀）は11月19日
に公表した「インフレ・レポート」で、外需が引き続
き堅調なことに加え、国内需要が緩やかに持ち
直しつつあることなどから、景気の回復が今後も
加速するとの考えを示しました。また、中銀は堅
調な米国経済や政府の経済構造改革が中長期
的な景気の支援材料になるとしています。 

景気回復が加速する見込み 

2014年11月26日 

（No.2,001）〈マーケットレポートNo.3,892〉 

最近の指標から見るメキシコ経済（2014年11月） 

■11月前半の消費者物価指数は前年同月比
＋4.16％と、中銀の物価目標（年＋3％、変動幅
±1％）の上限を超えています。 

■中銀は、食品価格の上昇や税率の一部引き上
げなどの特殊要因が物価を押し上げていると見
ています。需要面からの物価上昇圧力が弱いな
か、特殊要因の影響が薄れる来年初頭に上昇
率は大きく低下し、年央以降は目標の年＋3％程
度に落ち着くと予想しています。 

■中銀は、物価上昇率の低下見込みなどから、政
策金利を過去最低の現行水準に当面据え置き、
景気を支えると見られます。 

■政府は、エネルギー産業の改革に力を入れてい
ます。足元では、国営石油公社との石油開発事
業について、民間による入札手続きがスタートす
る段階です。来年には、外資によるメキシコへの 

景気回復ペースが速まる 

政府の経済構造改革も支援材料 

エネルギー産業改革が実際に動き出し、成長率底上げへ 

 投資が始まりそうです。 
■エネルギー分野での投資や生産の拡大などによ
り、経済成長率の上昇、財政収支や経常収支の
改善などが期待されます。メキシコペソは、日銀
による積極的な金融緩和策もあり、円に対して中
長期的に底堅い傾向となりそうです。 

（注1）実質GDP成長率は2010年7-9月期～2014年7-9月期。 
    メキシコ銀行の予想は11月19日付。 
（注2）政策金利は2012年11月1日～2014年11月25日。 
    消費者物価指数は2012年11月～2014年11月（2014年11月は月前半）。 
（出所）Bloomberg L.P.、メキシコ銀行のデータを基に三井住友アセット 
          マネジメント作成 

物価上昇率は大幅低下の
見込み 
年半ばには物価目標＋3％近辺に 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1240570_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1240673_1951.html

